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（ １ ）

１ ． 　 ア コ － デ ィ オ ン ア － チ に つ い て

ア コ － デ ィ オ ン ア － チ は 、 幌 （ 幌 骨 ） を ア コ －デ ィ オ ン 式 に 伸 縮 で き る 構 造 に し た も の で す 。

ア コ － デ ィ オ ン ア － チ は 、 幌 と の 総 合 体 と し て、 初 め て そ の 機 能 を 満 足 さ せ る こ と が で き ま す 。

幌 の 製 作 に は 、 ア コ － デ ィ オ ン ア － チ 独 自 の 要領 が 有 り ま す 。

幌 の 製 作 に 当 た っ て は 、 後 記 、 幌 製 作 要 領 を 参 照 し て 下 さ い 。 ま た 、 幌 を 製 作 さ れ る 前 に 、 実 際

に ア コ － デ ィ オ ン ア － チ を 操 作 し 、 そ の 作 動 を充 分 確 認 し て 下 さ い 。



１ ） Ａ Ｂ タ イ プ （ 前 後 収 納 型 ） ・

・

・

ホ ロ は 前 ・ 後 両 方 か ら 開 閉 で き ま す 。

Ｃ Ｈ タ イ プ （ キ ャ ブ 上 半 突 出 型 ）

Ｃ Ｚ タ イ プ （ キ ャ ブ 上 全 突 出 型 ）

・

・

・

・

・

ホ ロ は 荷 台 後 方 よ り 前 方 に 縮 め ま す 。

・

・

・

・

・

ホロ は 荷 台 後 方 よ り 前 方 に 縮 め ま す 。

ホロ 収 納 部 は 、 キ ャ ブ 上 に 全 突 出 さ せ ま す 。

ホ ロ 収 納 場 所 は 鳥 居 を 越 え て キ ャ ブ 上 で 行 い ま す 。

ホロ 収 納 時 は 、 キ ャ ブ の ド ア ー の 開 閉 は で き ま せ ん 。

ホロ 収 納 場 所 は 鳥 居 を 越 え て キ ャ ブ 上 で 行 い ま す 。

・

・

・

ホ ロ は 荷 台 後 方 か ら 鳥 居 後 部 に 縮 め ま す 。

ホ ロ 収 納 場 所 は 鳥 居 後 部 に な り ま す 。

２ ） Ａ Ｚ タ イ プ （ 前 方 収 納 型 ）

３ ）

４ ）

ホ ロ の 収 納 場 所 は 荷 台 前 方 で も 、 荷 台 後 方 で も 任 意 の

場 所 で 行 え ま す 。

アオ リ ５ 方 開 、 ７ 方 開 の 場 合 、 ホ ロ を 前 方 に 収 納 す る

こ と で 、 後 部 ア オ リ の 開 閉 が で き 、 ま た ホ ロ を 後 方 に

収納 す る こ と で 前 部 ア オ リ が 開 閉 で き ま す 。

収納 レ － ル を 鳥 居 か ら 吊 り 下 げ 固 定 す る 方 法 な の で

３方 開 で も ア オ リ は 開 閉 で き ま す 。

ホロ 収 納 場 所 は キ ャ ブ 上 ド ア ー の 位 置 ま で 突 出 さ せ 、

残 り は 荷 台 側 に 残 り ま す 。

ホロ 収 納 用 レ ー ル は 鳥 居 に 固 定 し ま す 。 し た が っ て 、

ホ ロ 収 納 時 、 側 ア オ リ は 全 て 開 閉 で き ま す 。

ホロ を 展 開 し て い る 時 は 、 キ ャ ブ 上 に 突 出 さ せ た レ －

ルは 折 り 上 げ た 状 態 に し ま す 。

ホ ロ を 展 開 し て い る 時 は 、 キ ャ ブ 上 に 突 出 さ せ た レ －

ルは 、 折 り 上 げ た 状 態 に し ま す 。

・ キャ ブ に レ － ル が 当 た る 場 合 、 後 方 に 収 納 す る タ イ プ

もあ り ま す 。

・ 蛇腹 前 端 は 、 鳥 居 に 固 定 さ れ ま す 。

（ ２ ）２ ． 　 型 式 説 明

ア コ － デ ィ オ ン ア － チ に は 、 下 記 の 型 式 が あ り ま す 。



２
３

２

１ ０ ０

７ ００

天 井 リ ン ク

リ ン ク

補 助 支 柱

可 動 支 柱

レ － ル

ホ ロ 骨 (∮ 15.9) ホ ロ 骨 (∮ 27.2)

ホ ロ 止 め

ホ ロ 止 め

（ ３ ）

３ ． 　 構 　 造

１ ） 差 し 込 み 式 ホ ロ 骨 、 支 柱 、 レ － ル の ３ ブ ロッ ク で 構 成 し て い ま す 。

２ ） レ － ル は 側 ア オ リ 、 お よ び 鳥 居 に 固 定 し ます 。 各 ホ ロ 骨 、 そ し て 各 支 柱 は リ ン ク に よ っ て

接 続 さ れ 、 レ － ル 上 を 移 動 し ま す 。

３ ） 支 柱 部 リ ン ク は 、 前 後 方 向 に 力 を 伝 え 、 天井 部 リ ン ク は 横 方 向 に 力 を 伝 え ま す 。 し た が っ

て 、 前 端 ま た は 、 後 端 支 柱 の 一 方 に 力 を 加 え る と 前 後 方 向 、 横 方 向 に 力 が 伝 わ り ホ ロ の 開

閉 が 行 え ま す 。

４ ） 各 ホ ロ 骨 は 、 前 後 端 部 を 除 い て 、 ７ ０ ０ ｍｍ 間 隔 に な っ て い ま す 。 （ ホ ロ 骨 は 、 径 が ∮ ２

７ ． ２ と ∮ １ ５ ． ９ と ２ 種 類 あ り ま す 。 それ ぞ れ が ７ ０ ０ ｍ ｍ 間 隔 と な っ て い ま す 。 ）

５ ） ア コ － デ ィ オ ン ア － チ を 閉 じ る 場 合 、 支 柱部 リ ン ク に よ り 補 助 支 柱 （ 径 ∮ １ ５ ． ９ の ホ ロ

骨 が が 差 し 込 ま れ て い る ） を 約 ２ ３ ２ ｍ ｍ押 し 上 げ ま す 。

し た が っ て 、 補 助 支 柱 に 差 し 込 ま れ て い るホ ロ 骨 に よ り 、 幌 を 押 し 上 げ 、 幌 の 室 内 へ の タ

レ 下 が り を 防 ぎ ま す 。

６ ） 各 補 助 支 柱 に は 、 そ れ ぞ れ ２ 箇 所 、 ホ ロ 止 め 用 の リ ン グ が つ い て い ま す 。 そ れ に ホ ロ を 縛

着 す る こ と で 、 ア コ － デ ィ オ ン ア － チ と 幌が 一 体 と な り ま す 。

（ 可 動 支 柱 に 幌 を 縛 着 す る と 、 幌 に よ り ア コ － デ ィ オ ン ア － チ の 作 動 が 妨 げ ら れ 、 開 閉 し

な く な り ま す の で 注 意 し て 下 さ い 。 ）



（ ４ ）４ ． 　 幌 製 作 要 領

４ － １ 　 幌 の 構 成

紐 で 縛 着

１
５

０

天 井 中 央 部 縛 着

１ ）幌 は 、 幌 前 ダ レ ① 、 幌 本 体 ② 、 そ し て 幌 後

ダ レ ③ の ３ つ で 構 成 し ま す 。

２ ） 幌 前 ダ レ ① は 、 固 定 ア － チ （ 鳥 居 部 ） に 固

定 し ま す 。

３ ） 幌 本 体 ② は 、 ア コ － デ ィ オ ン ア － チ に 被 わ

せ て 固 定 し ま す 。

2
0
0
～

3
0
0

～

幌 前 ダ レ 　 ①

幌 止 め

～

あ お り

補 助 支 柱

～

幌 本 体 ②

天 井 中 央 部 縛 着

図 　 ４ － １

４ ） 幌 本 体 ② は 、 前 端 及 び 後 ろ よ り よ り ２ 本 目 のホ ロ 骨 、 中 央 部 そ し て 各 補 助 支 柱 に 縛 着 し ま す 。

５ ） 幌 後 ダ レ ③ は 、 後 端 の ホ ロ 骨 に 固 定 し ま す 。

６ ） 幌 前 ダ レ ① 、 幌 本 体 ② 、 幌 後 ダ レ ③ の 裾 に は 、 ゴ ム バ ン ド ま た は ロ － プ を 通 し 、 車 体 の “ フ ッ ク “

に 掛 け ら れ る よ う に し ま す 。



（ ５ ）

４ － ２ 　 製 作 基 準

下 記 １ ） ～ ６ ） 、 お よ び 図 ４ － ２ 、 幌 製 作参 考 図 を 参 照 し て 下 さ い 。

１ ） 幌 の 材 質 は 、 経 年 変 化 の 小 さ い も の を 使 用し て 下 さ い 。

（ ポ リ エ ス テ ル ４ ～ ５ 号 程 度 を 推 奨 し ま す。 ）

２ ） 幌 前 ダ レ ① は 、

上 部 を 袋 状 に 製 作 し 、 固 定 ア － チ に 被 せ られ る よ う に す る 。

下 端 に は 、 鳩 目 （ #３ ０ 黄 銅 ） を 取 付 け 、 車 体 に ロ － プ で 縛 着 出 来 る 様 に す る 。

３ ） 幌 ② は 、

天 井 中 央 部 の 前 側 及 び 後 側 へ 、 ホ ロ 骨 に 縛着 出 来 る 様 に 、 バ ン ド ④ 、 及 び ⑤ を 取 付 け る 。

前 側 の バ ン ド ④ は 、 最 前 端 の ホ ロ 骨 に 縛 着 し 、 後 側 の バ ン ド ⑤ は 、 後 ろ よ り ２ 番 目 の ホ ロ

骨 に 縛 着 し て 下 さ い 。 ま た 、 バ ン ド ⑤ は 、幌 の 経 年 変 化 に よ る 伸 び 、 縮 み を 吸 収 出 来 る よ

う に バ ン ド 幅 を 広 く （ 約 ２ ５ ０ ｍ ｍ ） し て、 余 裕 を も た せ て ホ ロ 骨 に 縛 着 す る 様 に し て 下

さ い 。 側 面 に は 、 各 補 助 支 柱 に 付 い て い る幌 止 め 用 リ ン グ に 縛 着 出 来 る よ う に 、 三 角 布 ⑥

を 取 付 て 下 さ い 。 三 角 布 ⑥ に は 鳩 目 （ #２ ８ 黄 銅 ） を 付 け て 下 さ い 。

鳩 目 の 位 置 を 幌 止 め 用 リ ン グ よ り ２ ０ ０ ｍｍ 程 度 上 に し て 下 さ い 。 縛 着 は 、 鳩 目 と 幌 止 め

用 リ ン グ を ヒ モ で む す ん で 下 さ い 。 両 側 の 下 端 部 （ 裾 ） に は 、 ゴ ム バ ン ド ま た は ロ － プ が

入 る 様 に 鳩 目 （ #３ ０ 黄 銅 ） を 取 付 け て 下 さい 。 ホ ロ 骨 の 肩 が 当 た る 部 分 に は 、 肩 当 て ⑦

を 取 り 付 け て 下 さ い 。 （ 材 質 は 幌 ② と 同 質 の も の を 使 用 し て 下 さ い 。 ）

前 後 端 の 前 ダ レ ① 及 び 後 ダ レ ② へ の か ぶ りは ２ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 と し て 下 さ い 。

側 面 ア オ リ へ の か ぶ り は １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上 と し て 下 さ い 。

４ ） 幌 後 ダ レ ③ は 、

幌 ② に 縫 い つ け て 上 に 巻 き 上 げ ら れ る 様 に す る か 、 上 部 を 袋 状 に し て 、 ホ ロ 骨 に 被 せ る か

、 カ － テ ン 式 に す る か 、 こ れ は ユ － ザ － と 相 談 の 上 、 決 定 し て 下 さ い 。 上 に 巻 き 上 げ る 様

に す る 場 合 、 巻 き 上 げ た 時 の 固 定 用 バ ン ドを 幌 ② に 取 付 て 下 さ い 。

下 端 （ 裾 ） に は 、 鳩 目 （ #３ ０ 黄 銅 ） を 取 付て 下 さ い 。

後 部 ア オ リ へ の か ぶ り は １ ５ ０ ｍ ｍ 以 上 に し て 下 さ い 。

５ ） 幌 製 作 に 必 要 な 各 寸 法 は 、 ア コ － デ ィ オ ンア － チ の 架 装 が 完 了 し た 後 、 そ れ ぞ れ 実 測 し て

下 さ い 。
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～

カ ブ リ
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０

（ ７ ）

４ － ３ 　 そ の 他 注 意 事 項

１ ） Ｃ Ｈ ． Ｃ Ｚ タ イ プ （ キ ャ ブ 上 突 出 型 ） の 場合 、 幌 を 収 納 す る 時 、 幌 収 納 用 レ － ル を た お し

鳥 居 を 越 え て 、 キ ャ ブ 上 に 幌 を 収 納 し ま す。

通 常 は 、 幌 収 納 レ － ル は 、 上 に 折 り 上 げ た 状 態 に し て い ま す 。 こ の 時 は 、 下 図 に 示 す よ う

に ホ ロ 収 納 用 レ － ル と 鳥 居 の 間 に は 、 間 隔が 出 来 ま す 。 こ れ に 幌 の カ ブ リ を 入 れ て 下 さ い 。

こ の 間 隔 は 、 荷 台 内 面 よ り ２ ５ ０ ｍ ｍ 内 まで 有 り ま す 。 従 っ て 、 カ ブ リ は 、 ２ ５ ０ ｍ ｍ ま で

取 れ ま す 。
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